
☆1：外国人留学生のみ
※この内容は2025年3月現在のもので今後変更もあります。

3年次

■動物行動学
■臨床薬理学
■臨床繁殖学A
■獣医麻酔疼痛管理学
■公衆衛生学総論
■博物館実習

専門基礎教育

■毒性学
■獣医薬理学実習
■動物感染症学C
■獣医寄生虫病学
■獣医寄生虫病学実習
■魚病学・原虫病学
■獣医病理学各論
■獣医病理学実習
■食品衛生学
■産業動物臨床学A
■伴侶動物臨床学総論
■臨床病理学
■伴侶動物内科学各論A
■手術学総論
■伴侶動物外科学各論A
■画像診断学
■伴侶動物臨床学実習A

専門教育

4年次

■野生動物学

専門基礎教育

■畜産物利用学

畜産関連科目

■人獣共通感染症学
■獣医疫学
■獣医衛生学
■ハードヘルス学
■総合衛生学実習Ⅰ（獣医衛生）
■総合衛生学実習Ⅱ（公衆衛生）
■総合衛生学実習Ⅲ（食品衛生）
■畜産物利用学実習
■産業動物臨床学B
■産業動物臨床学C
■産業動物臨床学実習A

■産業動物臨床学実習B
■臨床繁殖学B
■伴侶動物内科学各論B
■伴侶動物内科学各論C
■馬臨床医学
■伴侶動物外科学各論B
■獣医臨床腫瘍学
■獣医臨床検査学実習
■伴侶動物臨床学実習B
■獣医臨床基礎実習

専門教育

■獣医畜産法規
■研究発表
■学外実習A（伴侶動物）
■学外実習B（生産動物）
■学外実習C（展示・野生動物）
■学外実習D（食品衛生）
■生体機能学演習Ⅰ
■生体機能学演習Ⅱ

■感染病理学演習Ⅰ
■感染病理学演習Ⅱ
■予防獣医学演習Ⅰ
■予防獣医学演習Ⅱ
■生産動物医療学演習Ⅰ
■生産動物医療学演習Ⅱ
■伴侶動物医療学演習Ⅰ
■伴侶動物医療学演習Ⅱ

専修教育

2年次

■学外農場実習
■畜産学総論

畜産関連科目

基盤教育
■統計学Ⅰ
■統計学Ⅱ
■Veterinary Topic English (Standard)
■Veterinary Topic English (Advanced)
■English for Veterinary Skills

専門基礎教育
■獣医薬理学A
■獣医寄生虫学
■獣医病理学総論
■実験動物学
■動物栄養管理学

専門教育
■獣医解剖学実習
■獣医組織学実習
■分子遺伝学
■獣医生化学実習
■獣医生理学各論B
■獣医生理学実習
■獣医薬理学B

■実験動物学実習
■獣医微生物学
■動物感染症学A
■動物感染症学B
■微生物学実習
■医療物理学

6年次

専修教育
■統合獣医学
■中獣医学
■動物理学療法
■研究発表
■学外実習A（伴侶動物）
■学外実習B（生産動物）
■学外実習C（展示・野生動物）
■学外実習D（食品衛生）
■生体機能学アドバンスドコース
■感染病理学アドバンスドコース
■予防獣医学アドバンスドコース
■生産動物医療学アドバンスドコース
■伴侶動物医療学アドバンスドコース

5年次

専門教育
■食肉衛生検査学実習（学外）
■総合病理診断学実習
■食鳥検査学実習
■参加型伴侶動物臨床実習A（内科）
■参加型伴侶動物臨床実習B（外科）
■参加型伴侶動物臨床実習C（麻酔・画像診断）
■参加型伴侶動物臨床実習D（検査・馬診療）
■参加型伴侶動物臨床実習E（学外臨床実習・Shelter）
■参加型産業動物臨床実習（学内・学外）

専修教育
■研究発表
■学外実習A（伴侶動物）
■学外実習B（生産動物）
■学外実習C（展示・野生動物）
■学外実習D（食品衛生）
■生体機能学演習Ⅲ
■生体機能学演習Ⅳ
■感染病理学演習Ⅲ
■感染病理学演習Ⅳ
■予防獣医学演習Ⅲ
■予防獣医学演習Ⅳ
■生産動物医療学演習Ⅲ
■生産動物医療学演習Ⅳ
■伴侶動物医療学演習Ⅲ
■伴侶動物医療学演習Ⅳ

1年次

基盤教育
■建学原論
■キリスト教学
■健土健民・獣医学入門実習
■獣医療概論
■心理学
■社会学
■生物学
■化学
■運動の科学
■体育実技Ⅰ
■体育実技Ⅱ
■情報科学の基礎
■情報処理基礎演習
■英語Ⅰ
■英語Ⅱ
■日本語Ⅰ　☆1
■日本語Ⅱ　☆1

専門基礎教育
■獣医組織学A
■獣医生化学
■獣医生理学総論
■感染と免疫
■動物倫理・動物福祉学
■動物ハンドリング実習
■全学共通科目A
■全学共通科目B

専門教育
■獣医解剖学A
■獣医解剖学B
■獣医組織学B
■獣医生理学各論A

Pick up !

ピックアップカリキュラム 産業動物臨床学実習B　※本実習は複数教員により毎回異なる内容の実習を行います。

さまざまな動物の
“モデル”を使用し、
内視鏡検査の技術を学ぶ

酪農学園大学では、臨床獣医師として必要な技術を学べる
スキルスラボ棟を2022年に完成させました。スキルスラボ
棟では、犬・猫・牛・馬・豚など動物の“モデル”を使用して5
つの実習を行います。これらの実習は3年生から4年生で開
講され、5年生で行う臨床実習で必要な技術を事前に学ぶ
場となります。さまざまな動物の“モデル”を使用しているこ
とから、何度でも繰り返し練習をすることが可能です。写真
は内視鏡検査の様子で、内視鏡の構造を学び、適切な操作
方法を習得します。また、精巧に作られた犬の胃の“モデル”
を用いて内視鏡の操作を実践したり、胃の中の異物を摘出
するための器具である鉗子の操作を体験します。内視鏡検
査は伴侶動物や産業動物など多くの動物の検査に用いられ
るため、臨床獣医師にとって重要な技術の一つを学ぶ実習
です。

大田 寛教授
伴侶動物内科学ユニット1犬の胃の“モデル”を使用した内視鏡の操作　 2鉗子の操作　 3動物用内視鏡の外観

1

2 3

村上 高志講師
生産動物外科学ユニット1削蹄する場所の確認　 2蹄底（足裏）の確認　 3削蹄練習中の様子

1

2 3

内視鏡

生産動物の健康に直結する
獣医臨床技術を
体験的に学ぶ

生産動物の獣医臨床で必要とされる牛の扱い方から保定
法、検査方法、治療の準備、治療方法を理解し、実践形式
で診療技術の基礎を身につけていきます。例えば、牛の蹄
を整える「削蹄」は重要な獣医師の仕事の一つです。牛が
健康に生きるためには、蹄の健全性を保つことが欠かせま
せん。削蹄の実際の作業工程を、モデルを用いて体験しな
がら習得していきます。身体を動かして理解を深め、楽しく
学べることが本実習の醍醐味です。人よりも体格が大きい
生産動物の獣医臨床では、見慣れないさまざまな専門道具
を使用するため、学生たちは興味を持って真剣に取り組ん
でいます。生産動物の臨床教育施設が充実している本学で
実践的に学ぶことは、貴重な経験になると思います。臨床
技術の基礎を習得することで、卒業後の就職先でも仕事を
スムーズに始めることができます。

削蹄

学びの流れ／カリキュラム
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生きるを学ぶ。
学びが生きる。

循
環
農
学
類

環
境
共
生
学
類

獣
医
学
類

獣
医
保
健
看
護
学
類

食
と
健
康
学
類




